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光計測への応用に関する研究成果をまとめたものであり 次の 6 章から構成されている。
第 1 章序論においては，本論文の目的および研究成果の概要を記述し，本論文の意義と位置づけを行っ
ている。




として期待できる利点を明らかにしている。さらに ， Te0 2音響光学フィルタの基本特性についても記
述している。










第 5 章 TD0 2 古:~~光学フィルt タを用いた光スイッチにおいては Tc0 2音響光学フィノレタと反射型LiN













ファイパの伝送損失 波長特性の測定では， 800--1600nm の波長範囲にわたり誤差数%以内できわめ
て高速の測定が可能になることを実証している。
(4) TeO 2 -A 0 T F の新しい応用として， LiNb0 3結晶を用いた移相器との組み合わせによって ， 1 x 
4 の光スイッチが実現できることを提案し，半導体レーザ光に対して，応答速度 2μS，消光比20dB
のスイッチ機能が得られることを実証している。
以上のように，本論文は機能的分光装置の開発とその光計測への応用に関して多くの新しい知見を得
ており，通信光学，特に光通信の分野に貢献するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値
あるものとZ忍める。
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